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１．研究計画の概要 

チベットでは、1966－77 年の文化大革命
を経て、1978 年以降の改革開放政策という
政策転換のもとに伝統文化や僧院の復興が
進み、チベット族としてのアイデンティティ
が再び形成されるようになっている。本研究
計画は、ウ・ツァン地方、カム地方、アムド
地方における文化復興の実態を広域的実地
調査により明らかにすると同時に、集中的実
地調査をもとに、僧院・祭りの復興、観光化、
チベット族―漢族―回族という多民族間関係
の分析に基づき、チベット族における文化復
興とアイデンティティ形成のメカニズムを
文化人類学視点から解明することにある。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)平成 18 年度は本研究課題の目的にそって、
研究代表者および研究分担者は、平成 18 年 7
月から 8 月にかけて、北海道大学大学院文学
研究科博士課程、京都大学大学院人間・環境
研究科博士課程の大学院生を研究協力者と
して、中国青海省、四川省をはじめとする東
チベットのカム地方、アムド地方においてフ
ィールド調査を実施した。研究代表者および
研究分担者は青海省において伝統的祭りに
関するフィールド調査を行った。 
(2)平成19年度は、研究代表者は、平成19年7
月から8月にかけて中国四川省において集中

的フィールド調査を実施した。研究分担者は

平成19年7月から8月にかけて、四川省におい

て、各僧院の復興、観光化の影響などに関す

るフィールド調査を実施した。研究協力者の1
人は、平成19年6月から8月にかけて青海省に

おいてフィールド調査を継続した。もう1人の

研究協力者は、四川省において、僧院復興と

観光化に関するフィールド調査を継続した。 
(3)平成20年度は、研究代表者および研究分担

者は、平成20年12月から平成21年1月にかけ

てインド、デリー地区、ダラムサラ地区、デ

ラドゥン地区におけるウ・ツァン地方、カム

地方、アムド地方出身者居住区において、チ

ベットの文化復興に関する文化人類学的情報

資料収集のための調査を実施した。研究協力

者は、青海省におけるフィールドデータを整

理、分析し、平成20年度博士学位申請論文「

チベット族による民族間紛争の解決に関する

人類学的研究－中国青海省海東地区化隆回族

自治県における事例から」を作成、北海道大

学大学院文学研究科に提出し、学位取得を行

った。もう1人の研究協力者は、四川省におい

て、平成21年1月から3月にかけてフィールド

調査を継続した。 
なお、チベット族を対象とするインタビュ

ー調査は、相手の同意と協力のもとに実施し

、プライバシーおよび利益の保護に十分配慮

した。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由）本研究課題の目的にそった文化人類
学的情報資料の収集が行われ、さらに、北海
道大学大学院の研究協力者は博士学位論文
の提出、学位取得を行うなど、本研究計画の
研究教育上の成果も認められた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究課題の今後の推進方策については、
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当初の本研究課題の目的にそって、さらに文
化人類学的情報資料の収集を行い、整理、分
析を進める必要がある。同時にチベット関係
文献資料の整理とデータベース作成を行い、
チベット研究全体の中での本研究の位置づ
けを明確にする必要があると考えている。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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